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む
ら
の
農
地
を 

守
る
た
め
に
法
人
化

「
う
ち
の
よ
う
な
山
あ
い
の
集
落
は
、

田
ん
ぼ
っ
た
っ
て
１
戸
平
均
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
切
っ
ち
ょ
る
し
、
働
き
手
も
70

歳
以
上
が
ほ
と
ん
ど
じ
ゃ
ろ
。
こ
の
ま

ま
じ
ゃ
10
年
ど
こ
ろ
か
、
5
年
先
の
農

地
も
守
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
集
落
営
農

法
人
を
つ
く
っ
て
、
16
戸
み
ん
な
で
農

地
を
守
ろ
う
と
。
プ
ラ
ン
づ
く
り
は
、

そ
ん
な
法
人
化
の
機
が
熟
す
な
か
未
来

の
設
計
図
と
し
て
考
え
た
ん
よ
」

　

村
上
さ
ん
は
県
職
員
を
定
年
後
、
認

定
農
業
者
と
な
っ
て
３
年
に
な
る
。
昨

年
ま
で
は
個
人
で
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
利

用
権
設
定
を
行
な
い
、
集
落
の
農
地
の

約
半
分
に
あ
た
る
７
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
耕
作
し
て
き
た
。
今
回
の
プ
ラ
ン
で

は
利
用
権
設
定
を
す
べ
て
解
除
し
て
、

農
事
組
合
法
人
「
和
の
郷
」
が
ゼ
ロ
か

ら
農
地
を
集
積
す
る
か
た
ち
に
な
る
。

結
果
、「
農
地
集
積
協
力
金
」
の
対
象

は
11
戸
（
戸
別
所
得
補
償
加
入
者
）、

合
計
13
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

む
ら
ご
と
の
原
点
は 

機
械
共
同
利
用

　

集
落
ぐ
る
み
の
農
業
は
１
９
９
２
年
、

任
意
団
体
「
平
沼
田
営
農
組
合
」
の
設

立
が
き
っ
か
け
だ
。
平
均
20
ア
ー
ル
区

画
の
基
盤
整
備
事
業
を
契
機
に
、
県
単

事
業
な
ど
を
活
用
し
て
農
業
機
械
の
共

同
購
入
・
共
同
利
用
が
始
ま
っ
た
。

「
土
地
利
用
型
農
業
の
経
費
で
大
き
い

の
が
機
械
代
。
小
さ
な
農
地
で
み
ん
な

バ
ラ
バ
ラ
に
機
械
を
持
っ
て
い
た
ら
、

機
械
貧
乏
で
破
綻
し
て
し
ま
う
よ
。
だ

か
ら
、
み
ん
な
で
機
械
を
買
っ
て
長
く

大
事
に
使
お
う
と
。
組
合
と
い
っ
て
も
、

機
械
の
共
同
利
用
が
目
的
で
、
田
ん
ぼ

の
作
付
け
や
販
売
は
す
べ
て
個
人
で
そ

れ
ぞ
れ
や
っ
て
い
た
け
ど
」

　

そ
う
し
た
機
械
の
共
同
利
用
が
集
落

の
連
帯
感
の
原
点
と
村
上
さ
ん
は
言
う
。

高
齢
農
家
を
ひ
と
り
も 

脱
落
さ
せ
な
い

　

平
沼
田
集
落
に
は
高
齢
者
の
独
居
世

帯
が
３
戸
あ
る
。
農
地
の
「
出
し
手
」

で
最
高
齢
の
今
橋
カ
ズ
エ
さ
ん
（
84

歳
）
も
そ
の
ひ
と
り
。
プ
ラ
ン
で
は
56

ア
ー
ル
す
べ
て
を
白
紙
委
任
し
た
。

「
農
地
を
白
紙
委
任
し
た
か
ら
っ
て
、

農
業
を
リ
タ
イ
ア
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

法
人
で
農
地
を
ま
と
め
て
も
、
草
刈
り

や
水
管
理
な
ど
、
細
か
な
作
業
は
高
齢

者
の
協
力
な
し
に
は
無
理
じ
ゃ
ろ
。
今

橋
さ
ん
だ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
現
役
よ
」

　

法
人
で
は
、
年
５
回
程
度
の
草
刈
り

を
共
同
作
業
で
は
な
く
個
人
任
せ
に
し
、

畦
畔
の
面
積
割
で
労
賃
を
算
出
す
る
予

山口市

宇部市
山陽小野田市

山口県
平沼田集落

市内から15㎞の平沼田集落（16戸・48人）

中国四国地方で 
一番乗りの

「人・農地プラン」 
を拝見

山口県山陽小野田市平沼田集落

文＝編集部　写真＝高木あつ子

４月12日、中国四国地方初の「人・農地
プラン」が産声をあげた。平

ひ ら

沼
ん

田
た

集落の
「中心となる経営体」は、全16戸が加入
する農事組合法人「和

なごみ

の郷」（15.7ha）。
はたして、１集落１法人でどのようなプ
ランを立てたのか ?
代表理事の村上俊

しゅん

治
じ

さん（63 歳）に話を
聞きに、山陽小野田市へ向かった。
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「人・農地プラン」を農家減らしのプランにしない特集

市町名 地区（集落） 当初作成年月 更新年月（1 回目） 更新年月（2 回目） 地域の中心となる経営体の代表者

山陽小野田市 厚狭地区（平沼田集落） 平成 24 年 4 月 村上俊治

経営体
（氏名）

所属 
集落名

経営者・
代表者
の年齢
（歳）

構成員
（従業員） 

人数

後継者 
の有無

戸別所得
補償制度
の加入者

現状
（平成 24 年度）

計画
（平成 28 年度）

新規就農・6 次
産業化・高付加
価値化・複合化・
低コスト化・法
人化等の取組

活用が見込まれる施策

備考
経営 
内容 

（作目）

経営規模
（ha、 
頭数）

経営 
内容 

（作目）

経営規模
（ha、 
頭数）

規模 
拡大 
加算

青年就農
給付金

（開始型）

スーパー L 
資金の 

金利負担 
軽減措置

耕作放棄
地再生利
用緊急対
策交付金

取組 
年度

（農）和の郷
（代表 村上
俊治）

平沼田 63 30
（27） — 加入 — 0

水稲・
麦・ 
野菜

16.15 法人化、
複合化 24 ○

農地の提供
等により連
携する農業
者（出し手）

所属 
集落名

年齢
（歳）

戸別所
得補償
制度の
加入者

遊休農
地の有
無（農
業委員
会確認）

現状 
（平成 24 年度）

計画 
（平成 28 年度） 活用が見込まれる施策

備考（今後の役割等）経営 
内容 

（作目）

経営 
規模 

（ha、 
頭数）

経営 
内容 

（作目）

経営 
規模 

（ha、 
頭数）

経営 
転換 

協力金

分散錯 
圃解消 
協力金

その他

活用が
見込ま
れる採
択事業
なし

A 平沼田 79 加入 無 水稲 1.14 — 0.00 ○ 全ての農地を白紙委任し、水管理等
軽作業を請け負う。

B 平沼田 84 加入 無 水稲 0.56 — 0.00 ○ 全ての農地を白紙委任し、水管理等
軽作業を請け負う。

C 平沼田 77 加入 無 水稲 0.78 — 0.01 ○ 農地0.78haのうち0.77haを白紙委任し、水
管理等軽作業を請け負う。残り0.01haは畦畔。

D 平沼田 67 加入 無 水稲 1.25 野菜 0.40 ○
地域の中心となる経営体である法人経営や集
落営農等のオペレータとして活動する。残り
0.40haは野菜経営へ転換する。

E 平沼田 83 加入 無 水稲 1.84 野菜 0.34 ○
農地1.84haのうち1.50haを白紙委任し、水
管理等軽作業を請け負う。残り0.34haは野菜
経営へ転換する。

F 平沼田 74 加入 無 水稲 1.31 野菜 0.23 ○
農地1.31haのうち1.08haを白紙委任し、水
管理等軽作業を請け負う。残り0.23haは野菜
経営へ転換する。

G 平沼田 63 加入 無 水稲、
大豆他 2.98 野菜 0.47 ○

地域の中心となる経営体である法人経営や集
落営農等のオペレータとして活動する。残り
0.47haは野菜経営へ転換する。

H 平沼田 80 加入 無 水稲 1.28 野菜 0.33 ○
農地1.28haのうち0.95haを白紙委任し、水
管理等軽作業を請け負う。残り0.33haは野菜
経営へ転換する。

I 平沼田 61 加入 無 水稲、
野菜 1.72 野菜 0.17 ○

地域の中心となる経営体である法人経営や集
落営農等のオペレータとして活動する。残り
0.17haは野菜経営へ転換する。

J 平沼田 77 加入 無 水稲 0.87 — 0.00 ○ 全ての農地を白紙委任し、水管理等
軽作業を請け負う。

K 平沼田 77 加入 無 水稲 1.72 野菜 0.15 ○
地域の中心となる経営体である法人経営や集
落営農等のオペレータとして活動する。残り
0.15haは野菜経営へ転換する。

L 平沼田 83 非加入 無 野菜 0.09 — 0.00 ○ 自己経営。 
Ｈ26年度以降作業委託を検討。

M 平沼田 71 非加入 無 自己 
保全 1.03 — 0.00 ○ 自己経営。 

Ｈ26年度以降作業委託を検討。

N 平沼田 82 非加入 無 自己 
保全 1.39 — 0.00 ○ 自己経営。 

Ｈ26年度以降作業委託を検討。

O 平沼田 91 非加入 無 自己 
保全 0.81 — 0.66 ○ 自己経営。 

Ｈ26年度以降作業委託を検討。

P 平沼田 72 非加入 無 水稲 0.12 — 0.00 ○ 自己経営。 
Ｈ26年度以降作業委託を検討。

厚狭地区（平沼田集落）　人・農地プラン

１．今後の地域の中心となる経営体

２．地域の中心となる経営体以外の農業者
農地の提供等により地域の中心となる経営体と連携する農業者  [ 国、県に報告する場合は、農業者名を記載しますが、集落・地域で使用する場合は匿名とします。]


